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原著論文 各肺葉の解剖学的特徴を応用した
切除肺葉のCT診断法
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Specific lobar anatomical points by bronchovascular analysis 

Hideaki Otsuji*l Kayoko Koukawa刈 Yuuko Nishimoto叫

はじめに

肺癌等による切除肺葉のCT診断は、しばしば困難で

ある。胸部単純X線正面像では、僅かl枚で切除した肺

葉が容易に診断できるのに対して、 CTの場合には、多

数の画像を読影しなければならず、それでもなお切除肺

葉が診断できないこともある。 しかし、各肺葉の解剖学

的な特徴を把握し、読影に応用すれば、 1枚のCT画像

から切除肺葉を診断することが可能である。今回はその

ような解剖学的な各肺葉の特徴を応用した切除肺葉の

肺葉の特徴 切除後の特徴

右上葉 83b、 81 が、A3b、 A1 の外側 フムダサイン

CT診断法について述べる。

1 :各肺葉の特徴について(表1)

1 ・ 1 :右上葉(図 1)

右上葉の特徴は、腹側に向かうB3bや頭側に向かう

Blなどの気管支が、 A3bやAlの外側に位置することで

ある1 ) 。 これはヒトの5つの肺葉中で、右上葉気管支のみ

がいわゆるeparterial bronchus 2-4) と言われ、右上幹

肺動脈よりも頭側に位置するという右上葉特有の解剖

学的特徴に由来するものである。

表1 :各肺葉の特徴

右中葉 気管支の外側に肺動脈 中間幹末端から腹外側に分岐する気管支・肺動脈の消失

右下葉 気管支内側に下肺静脈

左上葉 上葉気管支内腹側に上肺静脈

左下葉 気管支内側に下肺静脈

下肺静脈の消失

上肺静脈の消失

上肺静脈が存在し、下肺静脈が消失

図1: 右上葉の特徴

a: Dynamic CT 肺動脈相

b: Dynamic CT 肺静脈相

c: 同一断面の肺野条件

Dynamic CTの肺動脈相で

示すように、 83b(矢頭)が

A3b(矢印)の外側に位置す

るのがL右上葉の特徴である。

図には示していないが、 81 も

A1 の外側に位置する。
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1 ・2: 右中葉(図2)

右中葉の特徴は、内側に気管支、外側に肺動脈が位

置することである 1) 。これは右中下葉の肺動脈が、

hypoarterial bronchus 2-4) と呼ばれ、肺動脈が気管

支を頭側から乗り越えて外側に入り込むことに由来す

るものである。

右肺の上葉と中葉では、腹側に分岐する気管支と肺

動脈の位置関係は、内側・外側が逆転しており、この腹

側に分岐する気管支と肺動脈の位置関係に着目すれ

ば、右上葉であるのか、右中葉であるのかの判定は容

断層映像研究会雑誌第29巻第2・3号

易である1) 。

1 ・3: 右下葉(図3) 、左下葉

図2: 右中葉の特徴

a: Dynamic CT 肺動脈相

b: Dynamic CT 肺野条件

右中葉の場合は、気管支(矢

頭)の外側に、肺動脈(矢印)

が位置し、右上葉とは逆の関

係になる。

図3: 右下葉の特徴

a: Dynamic CT 肺動脈相

b: Dynamic CT 肺静脈相

c，d: 肺野条件

図b， dに示すように、左房に

連続する下肺静脈(矢印)が

気管支(矢頭)の内側に位置

する。気管支の外側には、肺

動脈が位置する。これが右下

葉の特徴であり、多くは57が

欠損しているが、左下葉も基

本的には同様の特徴を有する。

両側下葉の特徴的構造物は、下肺静脈である。

右下葉については、縦隔側に左房と連続する下肺静

脈がみられ、その外側に扇型にB7からBlOの気管支が

位置し、さらにその外側にA7からAlOの肺動脈が位置

している。左肺では多くはS7が欠如するが、縦隔側から

肺静脈、気管支、肺動脈と配列する基本的な相互位置

関係は、右下葉と同様である。しかし、左房が突出する

と、正常でもしばしば左下肺静脈が判別しがたくなる。
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1 ・4: 左上葉(図4)

左上葉の特徴的な構造物は、左上葉気管支起始部

の内腹側に位置する左上肺静脈である。

2: 切除肺葉のCT診断法

2・ 1 :右上葉切除のポイント(図5)

両側の肺動脈主幹部が同一断面で描出されるラム

夕、cu サインがポイントである。

正常では、右肺動脈主幹部は、左肺動脈主幹部より

も尾側に位置し、胸部単純X線正面像では右肺門部の
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図4: 左上葉の特徴

a: Dynamic CT 肺動脈相
b: Dynamic CT 肺静脈相
c，d : 肺野条件

左上葉気管支起始部(矢頭)
の内腹側よりに左上肺静脈

(矢印)が位置するのが、特徴

である。

図 5:右上葉切除後のCT像

(ラムダサイン)

a: Dynamic CT 肺動脈相
b: 肺野条件

右肺門部が挙上するために、

右肺動脈主幹部(矢印)と左

肺動脈主幹部 (2重矢印)が

CTの同一断面で描出される。

中間幹 (2重矢頭)の外側に

右葉間肺動脈(矢頭)が位置

するのがラムダサインの特

徴である。

方が左肺門部に比較して低い。 しかし、右上葉が切除

されると、右肺門部が挙上し、このために右肺動脈の主

幹部と左肺動脈の主幹部が、同一CT断面で描出され

るようになる。これがCTラムダサインであり、右上葉切除

後、および右上葉の高度な容積減少や右上葉の先天性

欠損症などでも認められる。

ラムダサインの特徴としては、気管支と肺動脈との位

置関係が重要になる。つまり、右上葉が切除されること

により、気管支の外側に肺動脈が位置することがポイン

トである。つまり、 hypoarterial bronchusといわれる右
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中下葉の特徴が顕在化し、気管支が肺動脈の外側に

位置するのがラムダサインの特徴である。

左右の肺動脈主幹部が同一CT断面で描出されてい

ても、気管支が肺動脈の内側に位置している場合は、右

上葉の特徴を示すものであり、偽ラムダサインと呼ぶべ

きもので、この場合は左右の肺動脈が一見ラムダ型に

描出されていても右肺門部挙上を意味しない。

断層映像研究会雑誌第29巻第2・3 号

2・2: 右中葉切除(図6)

図6:右中葉切除

a: 右上葉支口のレベル

B3b(矢頭)の内側にA3b(矢印)

が位置しており、右上棄の特徴を

示している。

b: 右中間幹末端部

腹側に分岐する気管支、血管が欠

如している。

c: 左房レベル

下葉の特徴である左房と連続す

る下肺静脈(矢印)がみられ、その

外側に気管支、さらにその外側に

肺動脈が位置しているのがわかる。

これら3つの断面像を合わせれ

ば、右上葉と右下葉が存在するこ

とがわかり、右中葉切除後である

と診断できる。

図7: 右下葉切除後のCT

a: 右上葉支口のレベル

気管分岐部から右外側に分岐

する上葉気管支が認められる。

b: 左房レベル

下肺野では、気管支の外側に

肺動脈が位置する右中葉ない

しは下葉の特徴を残している

が、下肺静脈が存在しないこと

から、この部分は中葉であると

判断できる。

以上から右上葉と中葉が残存

しており、右下葉切除後である

と診断できる。

b 

右中間幹末端の中下葉分岐部から腹側に分岐する気

管支、血管系が消失するのカミ右中葉切除の特徴である。

右中葉切除後では、気管分岐部から右外側に上葉枝

が分岐し、 B3bやBlの内側にA3bやAlが位置するとい

う右上葉の特徴が保持されている。 また右下葉の特徴

である左房と連続する下肺静脈がみられ、その外側に
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気管支、さらにその外側に肺動脈が位置するという右下

葉の特徴も残されている。

中葉症候群などによる右中葉の高度な容積減少の場合

でも、右中下葉分岐部から腹側に分岐する気管支、血
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図8: 左上葉切除後のCT

左上葉気管支起始部(矢頭)

の内腹側よりに、本来存在す

るべき左上肺静脈はみられな

い。 これは左上葉を切除した

ためであると、この1枚の画像

だけで診断できる。

図9: 左下葉切除後のCT像

a: 左上葉気管支起始部

(縦隔条件)

b: 左上葉気管支起始部

(肺野条件)

左上葉気管支起始部の内腹側

よりに上肺静脈が残存してい

る。 これだけから、左上葉が残

存し、左下葉切除後と分かる。

ただし、この症例の場合は、上

肺静脈だけではなく、左舌区の

肺動脈がいわゆる縦隔型で、

頭側から分岐し、上葉気管支

の内側を下降するタイプのた

めに、左上葉気管支の内腹側

に二つの血管系が描出されて

いる。

管系がはっきりしないことがあるので注意を要する。

2・3: 右下葉切除(図7)

左房に連続する右下肺静脈が存在しないことにより、

右下葉が切除されていると診断できる。



134ー(82)

気管分岐部から右外側に右上葉気管支が分岐し、

B3b、 B1が外側に、 A3b、 A1が内側に位置するという右

上葉の特徴を残し、右中間幹より末梢で、気管支の外側

に肺動脈が位置するという右中葉および右下葉に共通

するパターンを示すが、下葉に特徴的な下肺静脈が存

在しない。

時として右中下葉切除が施行されるが、この場合は

右上葉の特徴だけを残すことになる。

2・4: 左上葉切除と左下葉切除の鑑別5) について(図8、9)

鑑別ポイントは、左上肺静脈である。

左上肺静脈は、左上葉気管支起始部の内腹側よりに

位置している。左肺の場合は、上葉と下葉の2葉しかな

いので、左上肺静脈が存在しないということは、左上葉

が切除された(図8) ことを意味しており、左上肺静脈が

存在するということは、左下葉が切除された(図9) こと

を意味している。切除肺葉の診断法から考えれば、この

左上肺静脈に着目すれば、このようにl枚のCT画像で

上葉切除か、下葉切除かの判定が可能となる。

左下葉の特徴的構造も右と同様に下肺静脈である

が、左の場合はしばしば正常で、も下肺静脈は判りにくい。

このために、左下葉切除の判定も、左上肺静脈を基準

にする方が分かりやすしミ。

まとめ

以上のように解剖学的な各肺葉の特徴を踏まえれば、

CTによる切除肺葉の診断が容易に可能となる。特に、

右上葉切除後にみられる右肺門部挙上を示すラムダサ

インと、左上葉切除と左下葉切除の鑑別としての左上肺

静脈が重要である。

なお、本論文では、肺葉の区分に重要な役割を果た

す葉間胸膜6) については、敢えて言及しなかったO これ

は、 Thin-Section High-Resolution CTでなければ葉

間胸膜を描出できないが、今回の読影ポイントは、中枢

側の大きな気管支・血管系により切除肺葉を診断する

方法であるので、高分解能画像を必要としない、より一

般性の高い方法だからである。 もちろん、葉間胸膜の情

報が付加されれば、より精度の高い診断が可能となる

のは、 言うまでもない。
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